
日 時：平成28年3月7日（月）16：00～17：30
場 所：長崎大学 総合教育研究棟 2F 多目的ホール
講 師：寺崎 智宏 氏

【主催】 先端創薬イノベーションセンター、分子標的医学研究センター
【共催】 創薬アカデミアユニット、革新的ながん治療・予防研究ユニット

お申込み方法
参加ご希望の方は、氏名・所属・連絡先をご記入のうえ、E-mail
又はＦＡＸで下記までお申込みください。

先端創薬イノベーションセンター創薬支援室（笹島）
TEL ：095-819-2230／FAX：095-819-2189
E-mail：sasa@nagasaki-u.ac.jp

京都大学理学部卒業、ハーバード大学教育大学院修了。
2002年4月文部科学省入省、2010年7月同省研究振興局研究環境・
産業連携課課長補佐として、大学発新産業創出拠点プロジェクト
（START）の制度設計をはじめ様々な産学連携施策の推進に取り組む。
2013年7月より産業革新機構・戦略投資グループ参事として大学発
ベンチャー等への投資活動を実施。
2016年1月より現職。

P R O F I L E

文部科学省 科学技術・学術政策局
産業連携・地域支援課 地域支援企画官

国立大学法人化以降、「新技術の実用化」「新産業の創出」を期待されていわゆる大学発
ベンチャーが数多く創出されましたが、成果を上げたのは、ほんのわずかと言われていま
す。特に地方大学では、熟練した技術者や経営者といった人材不足、リスクマネーを供給
する投資家・ベンチャーキャピタル等が少ないといった資金不足など、中央より圧倒的に
不利な状況であり、そもそも創業が少ないという現実があります。
このような中で「大学で生まれた新技術の実用化」をどのように進めるべきかを、改めて
考えてみたいと思います。


